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[要旨] 本稿では、中国四川省松潘県で話されるヒャルチベット語山巴 [sKyangtshang]方言における格とその

用法の包括的な記述に向けての素描を提示する。S/A/Pを標示する格と S/A/Pを標示しない格に分けて記述

を進め、また特に能格の用法に注意して考察を試みる。

1 はじめに

本稿では、鈴木・供邱澤仁 (2009)に続いて、中国四川省阿土霸藏族羌族自治州松潘県で話されるヒャル

チベット語山巴 [sKyangtshang]方言の格体系の記述を行う1。ヒャルチベット語に属する方言の格体系

は先行研究によって明らかにされてはいない。本稿はその不足を埋める性格も持つ2,3。

チベット語は文語・各種方言ともに特定の条件下で動作主が能格で標示されるという特徴をもつ言語で

ある。ところがヒャルチベット語では、必ずしも能格標識が現れない4。この点で本稿では、sKyangtshang

方言の格体系の素描とともに、特に能格に注目し、その用法について考察する。

2 格標識一覧

2.1 格標識の形態に基づく一覧

形式 S/A/P標示 非 S/A/P標示

g@ 属格

,@ 能格 具格

,e 与格 与格/位格

nE: / n@ 奪格

CÃ mbo 比較格

無標（φ） 絶対格 （位格）

以上のうち、能格/具格および位格/与格はそれぞれ形態的に同じである。ただし格の機能、そして格標

識の脱落の可否において異なるため、分離して扱う。なお、与格/位格は実際の発音上しばしば [,@] にな

る5が、格標識自体を発音すると [,e]となるため、/,e/とする。属格もまた、初頭子音が弱化し [,@] と発

1 sKyangtshang方言の概況は同論文を参照。ヒャルチベット語のチベット語方言群における位置づけは鈴木

(2009)を参照。
2 本稿の構成は澤田編 (2010)になるべく近づけている。同書には他のチベット語の格体系として、海老原

(2010)、星 (2010)、鈴木 (2010)が収められている。
3 ただし sKyangtshang方言がヒャルチベット語全体を代表する格体系を備えているかどうかもまた明らかにさ

れていない。「ヒャルチベット語」という区分は筆者が提唱しているものであるから、周辺のヒャルチベット

語諸方言やアムドチベット語、カムチベット語諸方言における格体系との対比も必要な作業である。
4 一方、動作主を強調する目的でかなりの程度語用論的に能格標識を用いるチベット語方言もある（鈴木 2010）。
5 実際鈴木・供邱澤仁 (2009)では与格を,@と統一して記述した。



音されることもある。音声学上の変異を考えると、属格/能格/具格/与格/位格は事実上同一になることと

なる。

一方、絶対格は無標であり、例文中に φで示す。また位格もしばしば音形が省略され、絶対格と区別

ができなくなるが、文中での役割が異なるため、例文中に φで示すものが位格と判断されることもある。

2.2 格標識と人称代名詞

人称代名詞の単数6および人を尋ねる疑問代名詞については、格によって音形式が変化する。

格 格標識 １人称 ２人称 ３人称 誰

絶対格 無標 Na / N̊a ˚tCh8P t@ / ˚kho ˚shW

属格 g@ N@ ˚tChi g@ ˚ti g@ / kho g@ ˚shu

能格 ,@ Ni ˚tChiP ˚ti / ˚kh8 ˚shW

その他 ,eなど Na,e tCh8P ,e te,e / kho ,e ˚shW ,e

１人称属格、疑問詞属格、各人称能格の場合は格標識を用いない１音節形式となる。疑問詞の場合、絶

対格と能格は区別されない。

なお、話者によっては１人称単数能格を [Ne]と発音する場合がある7。また、２人称の (˚)tCh8Pという

形式は、人によっては (˚)tChoPとなる場合もある。３人称形式は t@ r@や˚kho r@というように r@を挿入す

る人もいる。これは格標識が独立の音形をもつ場合、格標識の直前に挿入される。

3 S/A/Pを標示する格と用法

sKyangtshang方言において、S/A/Pは絶対格、能格、与格のいずれかで標示される。ただし、与格に

よる標示の出現頻度は低い。

3.1 格と用例

1. 絶対格

自動詞の主語、他動詞の被動作主、感情動詞の主体、対象、自動詞の被使役者などを表す。場合に

より他動詞の動作主も絶対格で現れる。

自動詞の主語

(1) Na ïão-go

私 [絶] 行く-[未来]

私は（これから）行きます。

(2) nÃ φ mbOP-,@

雨 [絶] 降る-[状]

雨が降っています。

6 人称代名詞複数の場合は、語構成として必ず複音節であり、語末音節は tChoである。この要素は音変化せず、

各種格標識が後続することで格を表す。
7 sKyangtshang方言において、通常/i/は [e]を異音に含まない。



他動詞の被動作主

(3) Ni ˚tCh8P φ HdýaÝ

私 [能] あなた [絶] 叩く

私はあなたを叩きます。

(4) Ni pe: jiÝ φ ˚CoN ma-őõ

私 [能] チベット文語 [絶] 学ぶ [否]-[経]

私はチベット文語を学んだことがありません。

感情動詞の主体、対象

(5) Na ˚tCh8P {φ / ,e} Hga

私 [絶] あなた {[絶] / [与]} 愛する

私はあなたが好きです。

他動詞の動作主

(6) ˚húaÊhi: {φ / ,@} ˚t Ch8P φ HdýaÝ

[人名] {[絶] / [能]} あなた [絶] 叩く

タシはあなたを叩きます。

(7) Hdýa n
˚tsho {φ / ,@} t Ch8P ,e ˚tC@ ts@ φ Cı̃-te

[人名] {[絶] / [能]} あなた [与] 何 [絶] 与える-[完]

ジャンツォはあなたに何をあげたのですか？

自動詞の被使役者

(8) ˚ti ˚Na ˚tsh@ re ˚xhoÝ HdzoÝ-,@

彼 [能] 私 [絶] こちら 来る させる-[状]

彼は私を来させます。

また、述語動詞文8の主語、述語を構成する名詞句はともに絶対格で標示される9。

(9) Na peP φ j ı̃

私 [絶] チベット人 [絶] [判]

私はチベット人です。

(10) Na C̊h@ n@ φ joP

私 [絶] 家 中 [位] [存]

私は家の中にいます。

2. 能格

他動詞の動作主を表す。能格をとる動詞の場合、主語が人称代名詞単数の場合はほぼ確実に能格

で表示されるが、一般の名詞の場合は能格標識を用いるかどうかは任意で、発話の意図により選

8 「述語動詞」とは、星 (2003:5)の定義を参考にする。述語動詞文とは、いわゆる判断動詞と存在動詞を用い

る文のことをさす。
9 ただし位置を示す名詞の後は位格と分析される。詳細は後述の位格の項を参照。



択可能である。ただし動作主、被動作主ともに名詞の場合、動作主には能格標識が付加されるこ

とが多い。能格をとる動詞は、たとえ発話に被動作主が現れなくとも能格で標示されうる。

(11) Ni ˚tCh8P {φ / ,e} peP hkEP φ ˚htso-go

私 [能] あなた {[絶] / [与]} チベット語 [絶] 教える-[未来]

私はあなたにチベット語を教えます。

(12) ˚húaÊhi: ,@ ã8: ma φ HdýaÝ

[人名] [能] [人名] [絶] 叩く

タシはドマを叩きます。

(13) Ni m@ le:

私 [能] [否] する

私はしません。

(14) ˚tChiP ˚tC@ ts@ φ le:-go

あなた [能] 何 [絶] する-[未来]

あなたは何をするつもりですか？

また、使役文の使役者も能格で標示される10。

(15) Ni te ,e za ma φ ˚ő̊tChAP-t@ ˚tChuÝ-őõ

私 [能] 彼 [与] ごはん [絶] 食べる-[名] させる-[経]

私は彼にごはんを食べさせたことがあります。

3. 与格

感情動詞の感情の向かう対象を表す用法と、被使役者を表す用法がある。前者については出現頻

度が低く、与格標識は往々にして省かれる11。

感情動詞の感情の向かう対象

(16) Na ˚tCh8P {φ / ,e} Hga = (5)

私 [絶] あなた {[絶] / [与]} 愛する

私はあなたが好きです。

他動詞の被使役者

(17) Ni te ,e za ma φ ˚ő̊tChAP-t@ ˚tChuÝ-őõ = (15)

私 [能] 彼 [与] ごはん [絶] 食べる-[名] させる-[経]

私は彼にごはんを食べさせたことがあります。

以上、格標示の具体例を示したが、次に動詞連続の場合について解説する。sKyangtshang方言では、

「～することが好きだ」「～して行く」「～しに来る」などは、単純な動詞連続で表すことができるが、そ

10 sKyangtshang方言の使役文は動詞に使役を表す助動詞的要素˚tChuÝ / HdzoÝを加える方法とともに、使役の内

容を表す動詞句を名詞化して「させる」を意味する動詞˚tChuÝを置いて形成される。後者の場合、使役者が能

格で標示されるのは、動詞˚tChuÝが能格での標示を要求していると考えられる。
11話者によっては、この与格による表示を文語やアムドチベット語などの外的要因による形式とし、sKyangtshang

方言の形式ではない、とみなすことがある。



の場合、動作主（主語）は「愛する」「行く」などでは絶対格に置かれるはずであるが、実際は「～する」

の部分（第１の動詞）が能格をとる場合は能格で標示されることがある。

(18) Ni ˚tCo hts@ φ le: Hga

私 [能] テーブル [絶] 作る 愛する

私はテーブルを作る（修理する）のが好きです。

(19) ˚n@ ko zẽ n@ φ ˚tChiP ˚khW ˚shoN

これ 服 この [絶] あなた [能] かつぐ 行く

この服はあなたが持っていきなさい。

ただし、動詞連続を形成しない以下のような場合は、最後の動詞の要求する格が現れる。

(20) Na t@ tCho φ ˚hta-t@ ïão-,@

私 [絶] 彼ら [絶] 見る-[名] 行く-[状]

私は彼らを見に行く途中です。

3.2 能格の用法

sKyangtshang方言では、先に述べたように、一定の他動詞の動作主が能格で標示されるが、必ずしも

能格標識が現れるわけではない。その場合は格標識として音形が存在しなくなるため、絶対格とみなさ

れうる12。

現段階の調査では、能格標識の有無そのものが発話において意味的に大きな影響を与えることはない

と見られるが、以下の場合は能格での標示が通例のようである。

(a) 動作主が人称代名詞単数の場合

(b) 動作主、被動作主ともに名詞の場合

(c) 述語が非未来を表している場合

(d) 動作主の有生性が高い場合

(a)動作主が人称代名詞単数のときは、能格をとることのできる動詞ならばほとんどの場合で能格形が

用いられ、絶対格形を用いると非文と判断されることもある13。

(21) { Ni / * /?Na} ˚húaÊhi: φ HdýaÝ

{私 [能]/* /?私 [絶]} [人名] [絶] 叩く

私はタシを叩きます。

(b)動作主、被動作主ともに名詞のときは、動作主を明示する必要性から、能格標識が用いられるとい

う見方ができるが、実際の言語使用では能格標識が省略されることも高い頻度で見出せる。そのような

場合、発話において動作主/被動作主が自明であることに起因する可能性が高いが、必ずしもそうではな

いこともある。

(c, d)述語が非未来を表しているという場合と動作主の有生性が高い場合は先に述べなかったが、収集

12なお、Nicolas Tournadre氏（個人談話 2008）によれば、チベット語はそもそも一定の動詞の動作主が能格で

標示される構造を原初から持つ言語であるとし、sKyangtshang方言のような能格・絶対格標示の揺れについ

て、能格標識の脱落によるものであると考えることを妥当とする。
13母語話者それぞれによって判断基準が違い、絶対格形を許容する人もいるが、絶対格形は文法的に非文とみな

されないものの、発話として不自然さがあるという判断になる。

なお、人称代名詞の場合は能格標示の形態がいわば曲用という形式を取るため、独立した音形式を持つ能格

標識を用いる場合とは異なって取り扱う必要性もあるだろう。また、この人称代名詞の事例は上注で述べた

Tournadre氏の見解を支持する１つの根拠ともなりうる。



した例文での能格の現れから判断すると、能格をとることのできる動詞で、その動詞が表す動作がすで

に起こり継続または完了している場合、能格標識が未来すなわちこれから起こることを表す場合と比べ

てよく現れることがいえる14。また、動作主が人間または人格をもつと考えられる場合は能格がよく現れ

ることがいえる。これらに関連するものとして、以下のような例があり、能格が現れることに違和感が

あるという母語話者の判断も見られた。

(22) ˚zoÝ {φ / ?,@} ˚ htsa φ Hdýe:-th@

牛 {[絶] / ?[能]} 草 [絶] 食む-[完]

牛は草を食べました。

以上の文では、「動作主、被動作主ともに名詞」で「述語が完了を表す」という２つの能格が現れやす

い環境にあるが、動作主の「牛」は有生性が人間より低く、かつ動作主/被動作主の関係が常識の範囲内

で固定されているなどの状況が動作主を能格で表示しにくい原因になっていることが考えられる。

4 S/A/Pを標示しない格と用法

1. 属格

主に所有、所属、属性などの関係を表す。

(23) N@ ˚hka: j8:

私 [属] 碗

私の碗

(24) ˚húaÊhi: g@ ˚ùu

[人名] [属] 本

タシの本

なお、「～の（所有する）もの」という表現は、属格標識の代わりに名詞化接辞 t@がつくことで成

立する。ただし注意すべきは、人称代名詞類の場合は属格を示す形式に t@がつく点で、その際 g@

を伴う場合は g@を脱落させる。

(25) ˚shu-t@

誰 [属]-[名]

誰のもの（ですか？）

(26) { N@ / ˚tChi / ˚Hlo zON}-t @

{私 [属] / あなた [属] / [人名]}-[名]

{私 /あなた /ロゾン}のもの

cf. *˚tChi g@-t@

あなた [属]-[名]

　　　　注15

2. 与格

S/A/Pを表さない場合として、受領者を表す用法がある。形態的には位格と同一であるが、格標識

が脱落するのはまれである。

14しかし動作が完了している場合でも能格が現れない場合もある。cf.例文 (7)。
15２人称単数属格は˚tChi g@の２音節で構成されるが、第１音節の形式が属格に特有であるため、この例文の語

釈では˚tChi に対して「あなた [属]」とした。



(27) Ni ˚tCh8P ,e Cı̃

私 [能] あなた [与] 与える

私はあなたにあげました。

(28) Ni te ,e dzi:-th@

私 [能] 彼 [与] 言う-[完]

私は彼に言いました。

3. 位格16

位置とともに着点も表す。形態的には与格と同一である。実際の発話では格標識が脱落する場合

があるが、それは位格で標示されるべき名詞句が絶対格になる、ということを意味しているわけ

ではないため、文意によって音形がない場合も位格と解釈する必要性がある。一方、動詞「行く」

などと共起する位置を示す名詞句に位格標識がつくのは不自然と判断されることがある。

(29) tCõ ndz@ ,e tCa h̊nON g@

コップ [位] 茶 [存] gi

コップにお茶があります（入っている）。

(30) ˚tCh8P ta la kE: XAN {φ / ?,e} ïão-Hdýa

あなた [絶] 今 街 {[位] / ?[位]} 行く-[未来 +疑]

あなたは今街へ行くつもりですか？

注17

また、n@ / nÕ「中」、˚thoÝ / Ngo「上」など場所を表す特定の要素は位格標識を伴わず句中において

場所を表せる。その際には、それぞれに先行する名詞との間にも属格など他の格標識を挿入する

ことはない18。このような特定の要素が付加されているものは、自動的に位格標識が脱落したもの

と考える19。

(31) ˚tCo hts@ ˚thoÝ φ

テーブル 上 [位]

テーブルの上に

(32) Hão ma tCaw ù@ n@ φ ˚hnON g@

[人名] 教室 中 [位] [存] gi

ドマは教室の中にいます。

16鈴木・供邱澤仁 (2009)では、ここでいう「位格」も「与格」として語釈を与えたが、本稿では格標識の脱落

の可否という観点から「与格」と「位格」を分けることにする。S/A/Pに関わる与格は格標識が脱落するが、

S/A/Pに関わらない与格は基本的に格標識が脱落しない。位格はかなりの程度格標識の脱落が許容される。
17文末の Hdýaは未来を表す接辞 Hdý@と疑問小辞 Paの縮約形式である。疑問小辞 Paは通常動詞もしくは助動詞

に先行するが、sKyangtshang方言ではときどき文末に置かれる現象が見られる。
18ゆえに、これらを「場所名詞」というカテゴリーを設けて普通の場所を表す名詞と区別する必要がある。「場

所格」を細分化してそれぞれ格標識の形式とみなす考え方もありうるが、現段階ではこれらの要素がすべて名

詞由来であり、複数の語形が同一の「上」などの意味カテゴリーに並存するものがあるため、「格」と呼ぶま

で文法化が進んでいないものと考える。
19この場合に位格標識が顕在化するのは不自然であると判断される。



4. 具格

道具、手段を表す。形態的には能格と同一である。格標識が脱落することはない。

(33) ú@ tChoN ,@ tshe: φ ˚htuP

ナイフ [具] 野菜 [絶] 切る

ナイフで野菜を切る

5. 奪格

空間的な起点を表す。格標識は n@である20が、強調して発音する場合 nE:と発音される。

(34) ˚kho kON na n@ Hı̃-n@ reP

彼 [絶] どこ [奪] 来る-[名] [判]

彼はどこから来たのですか？

(35) Na z̃O tChW n@ Hı̃

私 [絶] [地名] [奪] 来る

私は松潘から来ました。

6. 比較格

比較の対象を表す。比較格の格標識は通常 CÃ mboであるが、人によっては Ha ődýi という形式を

用いる人もいる。

(36) ˚húaÊhi: Hdo dýe CÃ mbo tChe-,@

[人名] [人名] [比] 大きい-[状]

タシはドジェより（体格が）大きいです。

略号表

[絶] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .絶対格

[能] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .能格

[与] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .与格

[属] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .属格

[位] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .位格

[具] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .具格

[奪] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .奪格

[比] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .比較格

[名] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .名詞化標識

[判] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .判断動詞

[存] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .存在動詞

[進] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .進行

[状] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .状態

[完] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .完了

[経] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .経験

[否] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .否定辞

[疑] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .疑問小辞

20 n@という音形式は「中」を意味する場所名詞や人を表す名詞化接辞のそれと同一になるが、文脈もしくは動詞

との関連から意味の混乱は起きないようである。



付録：sKyangtshang方言の音体系

超分節音

レジスター２種が認められる。

緊張性（˚で示す） 弛緩性（無標）

母音

以下の各要素について、長/短および鼻母音/非鼻母音の対立がある。

i 0 W u

e 8 @ o

E 　 O

a A

子音

子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧は以下のようである。

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 口蓋垂 声門

閉鎖音 無声有気 ph th úh kh qh

無声無気 p t ú k P

有声 b d ã g

破擦音 無声有気 tsh tCh

無声無気 ts tC

有声 dz dý

摩擦音 無声有気 sh Ch Êh / xh

無声 F s ù C x X h

有声 z ý , K Ý / H

鼻音 有声 m n ő N

流音 有声 l, r

半母音 w j

• /Êh/：前部硬口蓋および後部軟口蓋における同時調音による無声摩擦音

• /Ý/：有声咽頭蓋音摩擦音

子音連続として、主に前鼻音と前気音が見られる。
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